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事務事業評価シート
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１．事務事業の位置付け ２．事務事業の概要

4

2

2

５．今後の方向性（担当室による内部評価）

３．総合計画の目標達成に向けた主な事業の実績・計画

市民陸上競技場の整備に関し、平成２８年度に改修した
競技場部分に引き続き、利用者の利便性やユニバーサ
ルデザインに配慮するため、スタンドの１階部分並びに
周辺環境施設を整備します。

H.29年度（事業量・取組実績） H.30年度（事業量・取組計画）

主な事業の
実績・計画

市民陸上競技場スタンド改修
事業
役務費　236千円
委託料　2,700千円
工事請負費　46,722千円

―

H.31年度(事業計画) H.32年度(事業計画) H.33年度(事業計画)

― ― ―

事業内容

(H.30)No. 4376 (H.29)No. 4376

事務事業名 市民陸上競技場スタンド改修事業
会計区分 事業コード 524301
一般会計 （中事業名）※予算書事業名

教育費 市民陸上競技場スタンド改修事業

担当部局名 担当室名 室長名 保健体育費 （小事業名）

生涯学習・生涯スポーツの推進 市民陸上競技場の改修と機能向上により”元気・交流”
拠点として整備を行う事で、生涯スポーツを通じた市民
の健康づくりや交流の機会を提供するとともに、新たな
誘客を生み出し交流人口を増加させることで、地域の活
力増進や経済の活性化、地方への人の流れを創出しま
す。

施 策 生涯スポーツ

重点プロジェクト 3.生涯現役プロジェクト

教育委員会事務局 市民スポーツ室 田中　弘二 体育施設費 市民陸上競技場スタンド改修事業

総
合
計
画

政 策 豊かな心と健やかな体を育み暮らせるまち 事業目的（めざす効果）

基本施策

H.31年度(計画予
算)

H.32年度(計画予
算)

H.33年度(計画予
算)H.28繰越分 H.29現年分

①直接事業費 49,658千円

H.29年度（決算見込） H.30年度(作成時予算額)

H.29繰越分 H.30現年分

人
工
数

職員 0.50人

国･県支出金 23,899内
訳

(
千
円

)
その他（　　　）

0千円 0千円 0千円

①+②総事業費 0千円 53,358千円 0千円 0千円 0千円

0千円 0千円

0千円 0千円

②概算人件費 0千円 3,700千円

臨時職員等

地方債 23,800

一般財源 0 1,959 0 0 00 0

 【選択肢】　 継続（改善）、継続（現行）、継続（拡大）、継続（縮小）、統合（予定含む）、休止（予定含む）、廃止（予定
含む）、事業完了（予定含む）

事業完了（予定含む）

今後の対応方針（課題解決への取組内容、具体的な見直し内容、継続の理由等） ６．事務事業の取組に関係する市の計画

平成３０年度においては、夜間照明設備の改修とあわせて、スタンドベンチを三重県産の木材を
活用し整備していきます。

４．担当室による事務事業の点検

平成２９年度においては、”元気・交流”拠点として、スタンド下部分を改修し、ミーティングルーム、男子・女子の各更衣室及び放送室を整備しまし
た。
今後は、生涯スポーツを通じた市民の健康づくりを推進するとともに、スポーツや健康づくりを通じた市民の交流、自治体間交流の機会向上はも
とより、新たな誘客を生み出し、交流人口を増加させることで、地域活力や経済の活性化、地方への人の流れの創出等につなげていくことが必要
です。

考察（H.29年度の取組評価、課題、施策への貢献、市民との協働など）


